


























































































































































































































































































































 総機織!総  図6 HOdgkio氏病の 肉芽隣型'
 細網肉腫に較べ聞質の膠原化
 遙かに顕著で,問質反応の強さ
 を示す,
 PεしP鍍銀法、勇粧広プく
 一280一
審 査結果要
臆
厳
 君邸宅リンノく腺腫と1呼1裂れるものには今日な卦多く・ハ未解言隻な1濁題点が残されてお・り・中でも
 }め琶9k諭氏病(以下H、氏病と略)の組.繊学的枠付けや本態観については研究者の間に見解の一
 致をみて診ら一ず,又こ:の疾患と渕H禽胃肉腫電との毛羽1明1蒙の多鑑別にも月月冨羅な規準力笹なレ、・
 藩老けこれらの問題を解明するため、R・氏病50例と細網肉腫189例を主とし,それに対照
 として各種疾患リγ・櫛約200例勧焼鋸麗解剖並びに組織学的に比較検索し,大要次のよ腫成
 績をえている.
 マ.H.氏病催届.リンパ節は相互の癒養軽く'線塊形成を来すことが稀なのに対し,縞鋼肉腫では
 か上る所見がむしろ特長:的である、
 2.著者のしらべたH.氏1病は初期型(測肉芽腫型)霊2樋・肉芽二1掩型～5例と肉腫型ろ1タ晒τ分
 1ナらましるが、細そ1割鞠輦車に【之を未分イヒ、型?51列,拶翁犬型78例,糸目」職封ミ型141列と多形斉剛包≧豊4剣に
 分・類し得た.
 5.H,氏病の例典∫1議では既存リンパ球間に大小不同崔疎著痴躍詔三ll「葺網綱胞力:散在,増殖すること
 力特長で,迄匂侮rε拷輌包やH。dg蛙皿細胞乃至S箆皿berg巨細包蒲矯τばH、民商と診断しう
 る、然るに細網肉腫では腫瘍発生の初期,網綱細胞の散在性増殖を示郵勢今でも職休比較的均等た点
 でH.氏1病のそれと鑑別され,増殖.盛んとなるにつれ集団をつくり,巨大濾1勉リンパ芽櫨.醸の1易緩・
 とって}i乏る笹・である.Z筆の所見からH,氏病と網綱肉腫ば病巣発生の初期既に区別されろ.
 4両,罎疾患の期の病巣内における小血蓉の反応態慶もまた狙鱗鑑別上重要な助見である・即ち・
 }i.氏霧でほ内皮細腕9腫大,増殖をみ,管腔を閉塞することさえ稀ではないのに,細網肉腫では
 増殖il蓬i救力・又よzを・欠き,更にH.氏サ茜では血管周囲レd謬螺艇i維の土着ク1島や石膏子様イヒ・を言忌め』るこ・とが
 多いが,細網肉瞳で砿二乙をみなし・.以上の所見は竜頭的にはより曙瞭に把握され,・その他H、氏病
 ≒巣小皿管内と芝葺醤琴包内1て層・累頁二1立の存在と血管周囲に:線斗i崖新生を轟忌めた・
 5.好銀線維の増履はH.氏病〔初期例を除く)では極めて著明で間質反応の強さを示すが,細
 網肉腫で呂.さほど若しく'ない・
 6.崔患りγパ節に齢けろ被膜を越えての細胞浸歯は鞭網肉腫垂て志・ける重要左特長の一一つである
 が,H.聴で繭鯉盛くと顧の肥厚・鋳て1も,斜る融㍑軽く,しかもそ轍鯉彫
 細胞段濁のみで参る,
 ZH.無病の肉鋤鍬細脚寄脚多形矧抱型とは,前者蝋範種の多1難を示す烈ぐ対し,
 後者は同1重糸田ll包の多形1生をとるも・つにli邑ぎない点で区沼目さゴtる.
 8.9.氏病の肉腫型は組織学的には肉芽騨的性格を1墨存し,i騰佳増殖著し.い点で通常の気働顯肉
 11重と異な.る,
 9H.氏病鱒騰学的並猟細胞判～特長から鍵肱戴と練され・H。d細腕細胞やI
 Sternber暫巨細胞は網縄内皮系前日胞の異常勅戟状態を示すもので,葱生腫瘍とは考え難く,む
 し.ろその本態は炎症i生機転と理解される.
 一上.3'1一・・一
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